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英語音声指導における一考察
－ rh y tb m を 中心 と して－
1 ． 1まじめ に
表題 の本質的 内容にほい るまえに，わが国でほいかな
る英語 を教 えてきたか， またその結果 として，今 日の時
点におけ る英語教育の もつ欠陥 の一端 にふれ，過去の反
省から出発して現在幾多の困難点を含む音声指導上の諸
問題を取 りあげて考察 し，平素の学習指導 に役立てたい
と 思 う。
2 ． 過去の英語教 育に対 する反 省
過去の 日本の英語教育についての考え方ほ人に よって
異な るが，肯定・否定 の両面 があ り，外国人の問で も見
解カ＼分かれ，オー ス ーラりヤ人 C o11n Simpson氏のよ
う1こ， 丁日本人ほ英語な何年勉強して も，聞 いた り話 し
1）
た りす ることがで きないか らだめだ。」とい う人カミある。
こ うい う批判 に対 して率直に耳を懐け，反省すべ き点
ほ 大 い に 反 省 した ほ うが よい こ とは い うまで もな い 。そ
して，その反省の大部分は教材選択の適否と指導の重点
の お き所 に 向け られ る と思 う。
反省の第 1 ほ，書 き こ と ば （w ritten language）偏
重 の傾 向が あ った とい うこ とで あ る。 今 こ こで この よ う
な傾 向が ど うして生 じたかの原因を詳述す る余裕がない
の ほ残念で あるが， 日本の英語教育 の歴史的経過か ら見
て，英語教 育の 目的ほ読 解力を とうして 日本人の教養を
高め るとい う，いわ ゆ る「英語教養論」が生 まれて，それ
が支配的な力を保持 しながら今 日に及んで い る と い え
る。一 口に英語教義論 とい っても， また いろいろな考え
方の相違が あって必ず しも一 定 していな いが ，この考え
方 に もし言語 の音声面 を無視 して も構わない とい う気持
ちがひそ んでい るな らば ，大 きな間違い といわなければ
な らない。言語の教養的価値ほ，その音声面 を無視 して
は実現 が困難 であ るか らであ る。
反 省の第 2 ほ，文学 偏重の傾向であ る。書 きことば偏
重の傾 向ほ当然の結 果 として， また文学 偏重 の隋向を生
む。 このことほ過去の 日本の ように，実用的英語の必要
感 の うす い国 に あ って は ， と くに著 る しい もの が あ った
と いえ る。
英語の教材を英 米の文学作品に求め，そ こか ら英米人
の物の考え方，感じ方を理解 しよ うとす ること自体ほ大
52
ザ＿、 ‘i 茄 ．丘 l 節
北沢 達 堆
いに望 ましいこ とであるが，それにほ常に学習者が英語
学習上 どの ような段階 にあるか， またその作品に使われ
ている英語ほ言語 材料 としていかなる英語 か とい うこと
に十分考慮が払われていなければ ならない。 さきに あげ
たC olin Sim pson 氏 の与えている次の警告は，やや言
い過ぎの感はあ るが， このよ うな 日本 の英語教育 の欠陥
をついた もの として興味深 い ものであ る。
「日本人ほ， 日本 でできた カ メラの使 い方 を英語 で 説
明した り，ほ んの ち ょっ と先 き に あ る h o tel へ 行 く道 を
教え る こ と もで きな い うち に ， も う T ．S ．E lio t の r 如
W αSf¢エα漑d な読▲思されてい る。 巳本 で必要ナ£の ほ 英
1）文 学の教授でほな く，簡 単な英語を使 える人だ 。上ヒ。
反省の第 3 は，文法偏重の憤向である。過去の英語教
育にほ，文法－それも英米の慣用の実際に合わない文法
－ を偏重 す る傾 向が あった。た とえば，私が戦前の旧制
中学校で，W ill と SIlall の区別について非常 に面 倒 な
法則を教え られたが，Charles Carpenter Fries が過去
300年間の劇 に使わ れている W H l，血allを集めた結果を
見 ると， この両者にほ，そ んな面倒な区別 はな く，Shall
を使 うのほ Shallレ ？馳 山1 w e～ ？のよ うに，一人称
の疑 問文 で 「～ し ま し ょ うか 」 とい うとき だ け で ，そ れ
以外 の場合 は， ほとんど W H l のみですむ とい うこと で
2 ）
ある。不思議な ことには， この実 際に合わ ない法則が 日
本 だ け でな く， ア メ リカの学 校 で も教 え られ て い る こ と
3）
が R ob ert A・H all の 言 に よ って 明 らか で あ る。こ の よ
うな こ と の原 因 と して 考 え られ る こ とほ遠 く18 世 紀 の庶
民階級 が ことば使 いに誤 りのな いことを瞭 って法 則を求
めた ことにあ るといわれ ，そ の必要 を満たすためにその
頃の文法家たちが とった態度 ほ，18世紀の人 々が尊重 し
た理 性 （reason）に訴え，また当時の人 々が言語の理 想
と考えていた ラテ ン文法 を範 にとって英文法の規則を作
りあ げ る とい う方 法 であ った 。
その他 これに類 した例 で・ It，s I が正 しいか，それ とも，
It’s m e が 正 しい の か と い うこ と も，18世 紀 の文 法 家 た ち
は ラテ ン文 法 を 持 ち だ して ，It，s I が正 し く，It・s m eは
誤 りだ とい うの で あ る。 また H a ve you ～ ？か ， D o y。。
bave～？か，型 望 are yOy talking w itb ？か，堅担
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are you talking witb？かなどという問題についてほ，
現代においで慣用が分かれてい る表現であ るので，現代
英語を調べるだけでな く過去 までさかのぼ って，歴 史的
観点から将来にお いて発展の可能性 の強い ものを選 び，
これらほ語順の確立，それが語形 に加え る力な どとい う
英語史上否定す ることができない傾 向から判 断 して， い
しずれ も後者 を と るの が 妥 当 だ とい え よ う。
3． 音声言語の重要性について
まず 第一 に言 語 の本 質 と い う点 か ら い う と， “L an －
guage is soun d ．”とい わ れ ，言 語 ほ も と もと音 声 で あ っ
て，音声言語 （話 し言葉）が第 1 義的な ものであ り，文
字言語 （書き言葉） ほ第 2 義的 で，音声言語か ら派生 し
r 」たものである。 したが って この両者ほ決 して対 等の関係
にあるものでな く，その重要性においてほ話 し言葉 ほ書
き言葉にまさるといえ る。その証拠にほ，世界 に何 千種
瑛もある言葉の中で，文 字言語 がな くて音声言語だ けし
か存在 しな い もの が た くさん あ るが ， そ の道 の ケ ー ス は
ない とい うこ とを 考 え て み て も容 易 に 解 るだ ろ う。R oss
という学者の推計に よると，文字 言語 を有 する ものは，
4）
言語全体の僅か 5 ％に過 ぎない とい う。 また両者発達 の
歴史の長短を比較 してみて も容易 にい うなず け る だ ろ
う。更に子供が言語 を習得 す るノーマルな過程 は音声言
語が先で，文学言語 は後であ る。また，文字改良（Spell－
i昭 reform ） とい って文字 を発音 に一致す るよ うに 改
めることほ従来行 なわれて きたが ，発音改良 といって，
発音を文字に一 致す るよ うに改め る運動 はほ と ん ど な
い。文化の高い国で書 き言葉が強 い独立性 をもち，文字
が発音を左右す るよ うな，いわ ゆ る綴字発 音 （Spelling
pronunciatio n） とい うのは僅 かな例外的な もの と し て
重視することほできな い。かつ て盲唖学校 の教育に従事
している先生 から聞 いた詣 であるが，「耳 のきこえ な い
老（音声言語 をもたな い老）ほ， 目の見えない老 （文字
言語をもたな い者）に比べて一般に知能の程度が低い。」
といわれ， この両者の果 す機 能の間に本質的 な違 いがあ
るとい うこ とを 教 え られ た 。
以上い くつかの点か ら音声 言語 の重要性 の一端 にふれ
てきたが，同時に また native speakerでない我々英語
教師にとって音声面 の指導 がいかに困難 であるかを痛切
に感じてい るので，音声（発音）指導 の問題点 を取 りあげ
て書いてみたい。一般 に英語 の力が あるか どうかほ学生
に少し英文 を朗（音）読 させてみれば，そ の読み方でお よ
その見当がつ くといわれ る。音声の問題ほ言語学習の第
一段階として重要 であ り， また言語が生 きた言葉 として
SOumd を伴 って Cqm m unication の 働 きをす る もので
あるから，改めてそ の重要性を強調す るまで もない と思
策26号 1971
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4 ． 文の発 音
（1） 文の調子
英語 に限 らず，言葉の理解に大切なのは個 々の文字や
単語 の音 でほな くて，文全体の調 子であ る。この意味 で
は英語的な調子にな ってい るとい うことが伝達すべ き内
容とともに意味疎通 の必須条件であ るといわれ る。過去
の英語教育の発音指導で失敗してきた原因の一つは，英
語の発音が非常にむずか しい として，その指導 をほ とん
ど単音に限 って しまったためであ る。そ のため単語 の発
音は重視 されて も，文 の発音 ほ余 り強調 されな か った。
文中の単語ほいつで もどんな場所 で も同じよ うに発音 さ
れるとは限 らない。英文 を読 んだ り， 口に 出して い う場
合は 個 々の 発音 よ りも StreSS， b re at壬卜g rOup ， in to 皿a －
t ion，rb ytbm 等に注意 を払わなければ文 として生 きた
表現 とほならない。個 々の音 も単独に発音 され る場合 と
違って，音 の連続 の中でほ前後の音に影響 され， また単
語の発音 ほ単語の集 ってできた文 の中では周 囲の語 か ら
影響 を うける。 さらに文 中では意味 の要素が加わ ってそ
の軽重 によ り，単語の発音が影響を うけ る。これ が会話 の
ような文章 にな ると Speaker の感情 とい う要素が ほ い
って くるので， さらにその比重が大 き くなるのである。
英語 には普通の場合比較的強 く読 まれ る語一主 として
C Ontent WOrd（名詞，動詞，形容詞，
読まれ る語一主 として function w ord
助動詞，不定詞，前置詞，接続詞等）
た文字でほみな同 じよ うに見 えるが，
副詞等） と 弱 く
（代名詞，冠詞，
とがあ り，善かれ
話され ると大切な
ものが強 く読 まれ，rIlyt‡1m が波のよ うに適当 な 間 隔
をおいて我 々に迫 って くる。代 名詞 ほ普通弱 く読 まれ る
が，次の よ うな よ うな文 では書かれ た文字の上では関係
代名詞で あるか，それ とも疑 問代名詞で ある か 解 ら な
い。 I can’t understand wbat besaid．の下線部の意
味が「かれがい った主皇」 か，それ とも「かれが坦 をい
ったか」は W bat の読み方の強弱で決 るので あ る。 い
うまで もな く，関係代名詞の ときは弱 く，疑 問代名詞 の
ときほ強 く読むべ きで，我 々日本人 が文法意識過剰の あ
まり，関係代名詞を誤 って強 く読 みがちであるのを直 さ
なければな らな い。
元来英語 と日本語 とは言語 系統 の全 く異 った言葉 であ
るか ら，その SOund system （音声組織） も本 質 的 に
違って いるのであ る。音声面 におけ る英語 と日本語 との
リズムの違いについて述 べ ると，英 語 は StreSS－tim ed
r byt血m で「韻律」 を中心 とした言語 であ り， 音 の 強
弱すなわち StreSS が主体 をなし， 日本 語 ほ Syllable－
t im ed rbytbmでmelody（旋律）を中心とした言語
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で，宕 の高 低すなわち pitcb が主体をなす。ジ ャズ を
始め として西洋音楽の実の主調ほ リズ ム で あ り，長唄
や，常磐 津や浪花節な どを始め とす る日本音楽 の実は主
と して メ ロデ ィで あ る と いわ れ る。 さ らに ， この英 語 と
日本語 の音声的特徴をた とえてみ ると， 日本語は機関銃
を幻つ音 のよ うな スタカッ トな リズムで各音節を等間隔
で しか も同じ強 さで発音 され る平板な調子 の単調な もの
である。だ が，英語 は大砲を打 ってい るような もの とい
われ ，大砲 の場合 は大 きな音 と音 との間が余韻でつなが
り，強 の山 と弱 の谷がで きるのである。図示すれば次の
よ う に な る 。
0 （）0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
日本 語 ワ タ ク シ ハ キ ノ ウ トー キ ョー へ イ キ マ シ タ。
。○ 。 ○ 。 ○ 。 。
英 語 Iwent to Tokyo yesterday．
英語 の発音では，強 い音 と強い音 との間に弱い音 がた
くさ ん くれ ば そ こは 自然 に速 く， つ ま り短 か く発 音 さ
れ，他の語 とつながる傍向が あ り反 対に強い音だけが続
けば そ こほ ゆ っ く り，長 め に読 む こ とに な る。 K en n etb
L ．P ik e は こ うい う リズ ムを 上 述 の よ うに StreSS－tim ed
rhytIlm とい ってい る。日本語は どの音節 も同 じ時間を
かけ て 読 ん で い る。 こ うい う リズ ムの 違 い を よ くの み こ
ませ ることが英語的感覚を身につけ る秘訣 だ と思 う。
1957年 Sydney で開かれた U nesco の英語教育専門
家会議 で D r．F ries は rbytbm と tim e の drill の
例として次 のよ うな文 を示 して説明 し，出席者 に感銘 を
与えた といわれてい る。
a ） T h e d6ctor†s a＄t丘dent．
b ） T h e d（ictor′s a good＄拍dent．
C ） T 血e d6ctorls a very good st丘deェ1t．
a），b），C） としだいに文 は長 くな るが，読 まれ る時
間はみみ同 じであ ることに注 目すべ きで ある。 また リズ
ムの drill の一方法 と して backw ard pratctice
X  O  x  x  O  xうのがあ る。一例を示 す と， I get up／at six／in
O  x
とい
×
the
m orning．では breatb group （またはSenSe－grOup） ご
とに文の終 りの グループから読 んでだ んだ んと前の グル
ープを付加 して行 き，最後に全体 を 文 頭 か ら natural
S peed で読む練習 をす るのであ る。次の よ うに読む 。in
／
t b e  m 6 r n i n g ， a t S i x ／ i n t b e m 6 r n i n g ， I g る t u p ／ a t
／
Six ／ in  t b e  m る r n i n g ．
次 に，StreSS や r血ytllm が語順や 構文 に 関 係 が あ
り， 影 響 を 与 え て い る こ とが よ くあ る といわ れ る。 かつ
てP ．F ijn van Draatというオランダの学者が月わ，fゐ桝
方形 月形g Jfざゐ とい う本 の 中 で リズ ム の重 要 性 を 力説 した
が，このことは政市 河三善先生 の「英文法研究」 の中に
も紹 介されて いる。 この人 の説 は リズム偏重 との批判を
受けたが， とにか くリズムが構文や語順 に も影響す ると
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いうことに注意をひいたのは彼 の功積 だ とい わ れ て い
る。 「地獄 の沙汰 も金次第」 とい う proverb を英語 で
‘M on ey m ak es th e m ar？＿望 go’ とい う が ，m ak e が
使役動詞 の 目的補語 でほto を とらない rooトinfinitive
がくる用法 に反 して，なぜ to があるか。 かれほそれを
5）
強弱 と交互す る r血y仙 m の せ いだ と解釈 している。ま
たbow and arrow sとい う語順 は，bow が重要で，ar－
r ow s は付属だか らとも考 え られ るが，StreSSが交互 して
言い や す い とい うこ と も影 響 し て い るの で ほな い か と思
われ る。さらに また SpeeCh の あい さつ用 として使われ
る‘L adies and gentlem enJ’な どほ うが った解釈 をすれ
ば，種 々の理 屈をつけられ るだ ろ う。例えば歴史的な説
明として中世 の騎士道 精神 でほ婦人 に対 して礼儀正 し く
しな け れ ば な らな い とか ，また ア メ リカ の tlle Pilgrim
F atIlerS においては婦人が少な か っ た の で、 Lady’s
f ir＄t の考え方か らこの語順が生 またのだ とい う俗 説 も
成り立つけれ ど，や は り強弱 の リズムからこの語順 が言
いや す い とい うこ とに な る と思 う。 我 々が 普通 ただ 無 意
識に使 ってい る語 順に も リズムの支配 を受 け る場合 があ
ることを知 らなければ な らない。
（2） 文の最後か大切
一般 的に言 って我 々 日本人 の英語 は文 の始め が強 く，
終りに近づ くにたが って弱 くな る傾 向が ある と い わ れ
る。 これは 日本語 と英語 の構文 の違 いか らきていると思
う。 日本語 の場合 は文 の終 りに不必要に近 い動詞 の活用
の部 分 が あ る。 この よ うな理 由 か ら くる と思 うが， 話 し
言葉 としての 日本語 は語尾 （文 の終 り）がは っき りしな
い。これ に反 して英語の場合は，意味上 重要な単語が最後
に来 るこ とが多 い。 したが って英語 を 日本語 のよ うに始
めを強 く，終 りを弱 く発音す ると，最 も重要な語 を聞 き
のが して意味 の解 りに くい英語 にな る。
例えば，I am a teac血er．「 私は先生です。」
ヽ＿・′■ヽ一′ヽ －・一
H e goes to 哩・「かれほねます。」
＼／、〉′＼．′
I like  a p p l e s ．「 私 は りんごが好きです。」
の英文で大切なのほそれぞれ最後の teacIler，bed，ap－
p les であって， これだけを強 くほ っき りと発 音 す れ ば
意味は明瞭 にな る。 ところが 日本語 の場合最後に くるも
のは動詞 の活用 の部分－ したが って意味を伝達す るのに
ほとん ど役 を果 さな いもの－ である。すな わ ち 「ます」
とか「です」ほ文体 を整え るだけの役 目で これを強 く発
音すれば ，おか しい 日本語 とな る。 よ く幼児が緊張 した
場面 で，「僕 は～ です。」 と「です」に力を入れて言 うの
をT V な どで視聴す ることがあ るが， この よ うに無意 味
な語 を必要以上に強調す ると，聞いていて不 自然であ り，
奇異に感ず る。 自己紹介な どの場 合， 「私 （の名前）ほ
北沢です。」と大事な のは もち ろん「北沢」で ある。I am
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崇で あ り，
1
名前）は
声 0 I a m
f 学紀要
（ M y nameis）Ⅹitazawaと英語でほ大切な名前が最
後に くるが， 日本語 でほ意味を もたない「です」で終るの
で，英語 まで大事な部分を弱 く発言す る くせがでて しま
い，口の中 で もぐ も ぐ と小 声 で 言 って し ま う。我 々 日本人
で英語で自己紹介を正 し くで きる人は相当な力がある と
いえるだろ う。特に英語では拶挨のあ とに相手の名前を
つけて い う習 慣 が あ るの で ， 名 前 の部 分 を は っき り言 う
ことが大切 で あ る。 「 す み ませ ん 」「 失 礼 しま した 」「 も
う一度言 って下 さい」「それほ よい考 えですね 」な どに
あたる英語ほそれぞれ I am sorry．Ibeg your parden．
T hat’s a goodidea．であるが，日本語の下線部は
無意味であるが，英語 の場合ほそれぞれ SOrry，parden．
g ood idea の よ うに最後の部分だけ とって発音す るのが
会話体では普通 である。
（3） 連音につ いて
次に音の連続すなわち連音についてふれてお きたい。
かつて ミシガン大学の tb e E ng lisll L an gu age In＄titu te
のス タ フ で あ っ た Y ao SIlen博士がTβαぐゐ言〃g Pγ0一
乃〝乃Cわ め 乃 ね 〃O f T βαC ぁゎ g 5 わ‡g Jβ さわ〟概 ね 0 乃抄 と い
う論文の中で，「一 つ一つの音が全体で ど うい う位 置 を
占め るか ， また そ の 一 つ 一 つ の 音 が ど うい うふ うに 連 る
か， どの音 と どの 音 ほ つ な が り， ど うい う音 と ど うい う
音ほつながらないか，音 がた くさんつ なが る場合 ， どっ
ちが強 く， どっちが弱いか， どっちが高 くて， どっちが
低いか等そ うい う問題に対 して注意す る必要 がある。」と
6）
いっている。例えば その一例 であるが，単語 のア クセン
トも固定的 な もの で な く， Japan 由e も次 の よ うな 文 で
はH e is aJapanese boy．というふうにアクセントの
位置が移行 し， また in front of を個 々に読む のではな
く，in fron t（ o f と読 まれ，fa tb er（ an d motberと音
がつながるのは前 の語 の子音 と次の語の母音 と が 同 化
して連 育 と して読 まれ るの が 普 通 で あ る。 こ うい う例 は
英語だけでな く日本語の音便や フランス語 の 1iaison な
ど他の外国語 にもみ られ る 現 象 で L in k i皿g Of Sounds
（音の連結） といわれてい る。
日本語にほ英語 でい う二重母音が ない。英語 でほ例え
i rまⅠとい う語 は一音節たが， 日本語の愛ほ我 々にほ二音
節と感じられてい る。〔ai〕の前の方を強 く言 って全部 で
一音節 でい うべ き もの を， 両 方 と も 同 じ強 さ で い って い
る。また it と eat の違いほ我 々日本人 は it が短か く，
e at ほ長 くいえば よいと思 いがちだが，必ず しもそ うで
はない。これ ほ音 の長 さの 違 い よ りも，む しろ 音 質 の 違 い
である。結局連音 に伴 って起 こる現象は大別 して音 の長
さ，強さ，高さの三つにな ると思 うが， 日本語ではその
うち長さが他に優先す る。 これに対 して英語 でほ強 さが
他に優先す る。 同時に英語でほ強い所 は 自然 に 長 く な
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賢
る。だか ら英米人が 日本の地名 を発音す る場合「ナガー
ノ」，「 ヨ コハ ー マ 」 な ど とい うのむ し ろ 自然 で あ るが ，
平板な調 子でい う日本人 にほむ しろ奇異な感じがす る。
だから英語 の発音指導 でほ強 さとい うことを もっと強請
す る必要 がある。ア クセン トのある音節，StreSS のあ る
語 にほ と くに力 を入れて強 く読んだ り，いわ なければな
らな い。
5． 単 語 の 発 音 とア クセ ン ト
日本語 と英語の単語の語 尾の音 を比べ ると， 日本語で
ほ母音 で終 るが，英語でほ子音 で終 るものが多い。だか
ら学習の初期の段階にあ る中学生 ，否大学生で も単語 の
語尾に母音をつけて読みがちである。 G ood morning
の よ うな挨拶で， gO世 の終 りの子音の〔d〕に〔∂〕と母音
が は い って 「 グ ッ ドォモ ー ニ ソ グ」 とな って し ま う。英
語ら しい発音 でほ〔d〕の音 はほとんど聞えないで，「 グッ
モ ー ニン グ」の よ うに い うの が よい 。一 般 に 子音 の うち 破
裂音 と呼ばれ る〔p，b〕〔t，d〕〔k ，g〕等 は破裂す る場
合と破裂 しな い場合があ り，閉鎖 して息を一時止め るの
で，破 裂音 とい うよ り閉鎖音の方が適切 だ と思 う。H ep－
b urn〔hるban〕，Cupboard〔kÅbad〕ほ〔p〕の閉鎖音が完
全に脱落 した ものといえ る。なお，H epb u rn にほ〔h るp
b ∂：n 〕 とい う発音 もあ る が ， p ほ閉 鎖 され て 弱 く， 聞
えな い程度に発音 され るのである。ヘボン式 ローマ字を
紹介 した 明治の初期の宣 教師ヘボン氏 とか っての名映画
j わ椚α雅助 J肋 ヅざの主役 スターの名前 の「へ ッ三 バ ー
ン」 から当時若い女性の間にヘ ップバーンスタイルとい
う髪型が流行 した ことは何 も関 係のな いことであるが，
同 じ Spelling であ った ことは面 白い発音上の問題だ と
思われ る。 また ア クセン トのない母音 の 〔i 〕ほあ い ま
い母 音 〔∂〕 とな り， 弱 く聞 えな くな る こ と も注 意 し な
ければ な ら な い。pOCket〔p5k it〕，m Oney 〔m Åni〕，
S u n d a y 〔s Ån d i〕， b o lid a y 〔b う1∂d i〕 の よ うに 。
日本語 の7 クセン トほ pitcll aCCent で音の高低であ
り，英語 の アクセソ トほ StreSS aCCentで音の強弱であ
る こ とほ一 般 に よ く知 られ て い るが ，英 語 に は 「あ い ま
い母音 」があ ってこれほ強弱の アクセ ン トと無開 拓でほ
ない。文 の リズ ムの場合に弱い ところほ強 い部分の余韻
だとい った が，単語 の場合 も同 じで，あいまい母音 とい
うのほ強勢 のある音節 の前後の音が強勢 の余韻 と してあ
いまいにな るのであ る。 とくに最初 の強勢のあ る音節の
前の母音は弱 くて脱 落 し聞えな くな ることが多い。例え
ば， C b icago 〔Jik a ：90u 〕， dem ocracy 〔dim うk r∂Si〕
A 〝‡βγわα乃〔am 色rik ∂n 〕 ほ そ れ ぞ れ 「 カ ー ゴ ウ」，「 モ
クラ ス イ 」「 メ リ ケ ン」 に な って し ま う。 と に か く ア ク
セン トを 重 視 す る とい うこ とほ 文 の リズ ムを 重 視 す る こ
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とと同じで深い関係があ り， この二つ を習得す ることが
英語 らしい発音になる鍵だ といえる。また単語の発音に
関連 して 日本語にない英語特 有のい くつ かの音には特別
注意す る必要があ る。例 えば，我 々日本人に ほ〔1〕と〔r〕
の音を正 しく聞 き分けた り，発音す ることが極めて困難
であるのほ， 日本語に これ等二 つの音 の COntraSt が 存
在せず， しか も英語でほ この二つ の音 の違いに よって意
味が分れて行 くか らであ る。
ある学者 の説 に よると，赤ん坊 は どんな音で も出す能
力があるそ うだ が，赤 ん坊ほ聞いた音 を模倣 して出すの
であるから，聞 く音は出せ るようになるが，聞かない音
ほそれを出す能 力が働かない よ うにな るので，容易に出
なくなるのであ る。 つ ま りは 日本人 の 赤 ん 坊 ほ 〔1〕，
〔 Ⅴ〕，〔0〕 な どの音 を聞かないから，それ等を出す能 力
を次第に失 って行き，12，3 才前後の言語形成期を過ぎ
て英語 を学 びだす時 にな って，今 まで使わなか った能 力
を働 かさなければならな いので，非常に苦労するだけで
なく，ある人にほは とん ど不可能にな るとい ってい る。
6 ． 速 度
日本人の英語の特徴ほ各単語の発音が達すぎて文全体
の発音がおそいのである。 これ は前述 の リズムに も関係
のあることだが，一つ一つ の単語 を 前 後 に 関 係 な く
W Ord by word speakingまたほreadingをするので，
卑語 の発音は早いが，文 となる と，単語 と単語の間の休
止に時 間をとるので，おそ くな るのである。 これに対す
る我 々の心掛 けとしてほ一つ一つ の単語 ほゆ っ くりと発
音す るとともに文は意味単位に分 けてそ の意味群を一息
にリズ ミカルに発音す るよ う努 力す る ことで ある。前に
あげた リズムの練 習 として の 例 文 で ほ I get up／at
S ix／in tbe morning．を途中2回ちょっと区切って読
むか またほ全体 を とうして一 息に読 む ことが望 ましい。
一般 的にい って，話 した り，読んだ りす る速度ほ言葉の
f luency とは無関 係であるといわれている。早 く感ず る
のは，心理的な もので自分 の理解でき る速度 より早い と
いうこと で， これ と 同様 な こ とだ が ，我 々 は聞 きな れ な
い日本語の方言が実際以上に速 く話されているよ うに感
じる こ とを しば しば 経 験 して い る 。
ついでに話す速度の標準的速 さの例 を紹 介 して お こ
う。多少古いが，昭和35年度文部省主催の北海道・東北・
関東・ 甲信越・静地区高校教育課程研究協議会の外国語
分科会 で講師の説 明に出 された ものだが，次 のよ うであ
った。 1 分間に話 した り読 んだ りす る語数 で，その速 さ
を示 してい る。
0 ア メ リカの ニ ュー ス を読 む 速 さ
0 日本 譜 の 〝
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1 35語～180語
2 00語
O B・ B・ C の ア ナ ウ ンサ ー 125語 ～ 135語 】
。Ⅰ．C ．U ．の学生 100語～120語 l
上の デー タか らみる と日本語 はかな り速い速度で読まれ
るので， 日本人の英語 も veteran の専 門家が早 く話 し
た り，読みがちだ といわ れた。
さて音声の Speed の指導に当 って ほ 先 ず accuracy
を 第 1 と して ， eVery SOun d ， eVery W Or d の accu raCy
から文の accuracy へ と進 め，Sp餌d ほ第 2 としてSlow－
er speed から natural speed へ と指導 の段 階 に 応 じ
て漸進的に行なわれ るよ う，特に学習 初期 の中学校英語
において配慮すべき重要な指導の技術 の一つ である。
7 ． む すび
以上 ，英語 音声 指導上 の諸問題 を主 として文 中心の発
音をを重点的に と りあげ， また英語 と日本語 との音声感
覚の違いをある限られた面 につ いて述べ てきた が，細部
については不 十分 な点が多 々あると 思 う。 ま た，pI10－
nem e（音素）や pllOnem ics（音素諭），更に intonation
（音調），発音記号や発 音 と Spelling の関係な どの面 に
ふれ る余地がなか ったので，本稿 では割受 せざるを得な
か ったが， また機会 をみて扱 ってみたい と思 ってい る。
最後に上述 の よ うな考 え方や指導 の技術面 を平 素の授
業に どの よ うに生 か して行 ったらよいか の一端 を述べて
こ 稿を終 りたい。すべての言 語 活 動 ほ SpeeCb であ
り，話 し言葉 か らはい って行 くことは自明の理 とな って
い るが ， これ に は音 声 を重 視 す る こ とい は う ま で も な
い。ただ音声重視の指導 とい ってもいわゆ る会話 力をつ
けることはな く，意味を理 解 して文章 の正 しい音読 がで
き る よ うに す る こ とで あ る。
元来 「読む こと」には読 解 と音読 の二つ の面 があ り，
皐 の両輪 のよ うな役 目を果 している。読 解ほ 理 解 行 為
（recognition）であ り音読 は発表行 為 （production）で
Oral w ork の一部であ る。 したが って授業におけ る 音
読作業の位置づけとしては，新教材 の場 合 は （oral）
introdu ction の あ との re adin g は教 師 や テ ー プ， レコ
ー ドの m od el rea ding ， CIlOruS readingを行なってか
ら，意味内容の理解作業が終った後に個人読みの read－
i皿g drillを行なう方がよいと思う。個人読みのdrill
を意味理解作業の前で行な うことほただ音 声の drillだ
桝 こ終 り意味内容が解 らないで退屈 にな る場合が 多い，
そ して真の reading drillはむしろ次の時間の復習の
段階 で個人差に応 じて徹底 して練 習すべ きも の だ と 思
う。そ して次第に高度 の段階 に進 んできたら， 中学校上
級か ら高校においてほ感情 をこめ て音読 できるよ うに し
たい ものである。印刷 され た文字 の英語が小説の会話や
劇 な どの場合 Speaker や登場人物 とな って喜びや 悲 し
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みや，怒 りな どを，表 現できる生 きた言語 しとして学習 さ
せ指導 したい ものである。善 かれた内容や場面 にふ さわ
しい感情 を こめ て の 音 読 練 習 を も っ と も っ と多 く行 な う
必要を強 く感ず るものであ る。英語 を通 して考え る力 を
養うだ け でな く， 感 ず る心 を 鋭 く し，im ag in ative な 力
を豊かにす る ／feeling′の教育 まで高め ることが理 想で
あ る と 思 う。 （1 9 7 1．1 0 ．1 5 ）
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1） C olin Simpson：1955年来日したオーストラリ
ヤの作 家 ， ジ ャー ナ リス ト で ， ア如 〟rβ〆 ．わ ♪α乃
の著者 大儀館発行「英語教育」9 巻 2 号 p．4（p．
76）
2 ） C h a r le s Carpenter Fries：rゐβ乃γ≠♪ゐγα5如
ダ 〟f〟γβ 紺 才′ぁ ざゐαJJ α乃d ぴ iJJ f乃 肋 d γβ乃 且 乃g Jね ゐ，
PM L A ，N o．40，1925 邦訳「近代英語におけるSball，
W ill」君田部博哉注，大惨館，1958，pp．87～88
3 ） R o b e r t  A ． H a l l J r ． ： エ β α 少 β y b 〟 r 且 乃 g J ね ゐ
A わ彬 J L ing uistica ，It血aca ，N ew Y ork ， 1951，
p．23 邦訳ホール「記述言語学入門」鳥居次好・興
津達郎訳，三省堂，1956，pp．29′〉30
4） R ossの推計 太田朗「新 しい言語観と外 国 語 教
育」ELE C 発行 B ulletin，N o．6，1962，p．2
5） F ijn v an D raat ：月カメゐ椚 ブ乃 方形g Jねゐ に つ い
て，市 河 三 言 励 〝d fβS わ之E 乃g Jfざゐ G γα椚 桝 αγ「 英 文
法研究」研究社，1934，第 17 版 の 第 一 編ⅩⅩⅩ の
第26号 1971
㌢
「R b ytbm の研究」pp．227～228でふれてい る。
6 ） Y ao Sben：元米国MicIligan大学，現Hawaii
大学英語英文学部の言語学教授 として活 躍 して い
る。この論文は大修館「英語教育」第 6 巻第 1号，
p p ．8′〉14 にの っている。
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